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日増しに寒さが厳しくなり、落ち葉舞う季節となりました。本校では、１０月下旬から今月にかけて、文化
祭や秋の互市（販売実習）・駅からハイキングを実施したり、「みやぎ専門高校魅力発表会」に参加したり
するなど、校内外で生徒諸君が活躍しました。今号では、これらの活動についてお知らせします。

１０月２６日（土）に保護者の方や地域の皆様をお迎えして、盛大に「鹿商祭」を実施しました。当日は、本校の目玉で
ある全校制作「巨大モザイク壁画」の披露から始まり、体育館を主会場として、生徒会や軽音楽部、有志によるステージ発
表、文化部や各教科の成果発表（制作物等の展示・販売）、クラス企画（レクリエーション・販売等）などが行われました。
ＰＴＡの皆さんからは前年度に引き続き「愛の開運豚汁」が振る舞われ、充実した一日を過ごすことができました。また、8
月のオープンスクールに引き続き、NPO法人ケアブレンドの御協力のもと「こどもフェスティバル」も開催し、来場したお
子様にも楽しい一時を過ごしていただくことができました。生徒一人ひとりが知恵を出し合い、目に見える「もの」だけで
はなく「心の成長」も感じられる文化祭となりました。3年生の皆さん、生徒会役員・文化祭実行委員の皆さん、大変お疲れ
様でした。

１１月１０日（日）～１２日（火）に鹿島台の伝統行事「秋の互市」が開催されました。期間中は多くの方が来場し、鹿
島台昭和通りは大変な賑わいとなりました。本年度は全校生徒で、昨年度より御協力いただいている株式会社ウェルファム
フーズ様のブランド鶏肉「森林どり」の販売の他、株式会社花兄園ファーム様のマヨネーズの販売、東北プレス工業株式会
社様のキャンプ用品（Orantia）のPR・オリジナルブレンドコーヒーの販売に取り組みました。商業科の学習で学んだ知識
・技術を生かして、地域社会を支える企業の皆様や地域の活性化に向けて何ができるかを考え、準備に取り組んできました。
各商品の販売実習を通して、前年度を上回る手応えを感じることができたようです。また、会場各所でアンケート調査も行

軽音楽部は、開会式から午後のステー
ジ発表まで力強い演奏を響かせ、会場
に活気をもたらしました。

実行委員長として、今回の鹿商祭を振り返ると、様々な苦難がありました。準備期間から当日まで、各クラスや実行委員の皆さんと鹿商祭を全力で
楽しむために進めてきました。準備では、何度も会議を重ね、互いに意見を出し合いながら、各自の役割を明確にしていきました。特にクラスブース
の装飾や出展の準備に前日まで取り組んだことは、よい思い出です。鹿商祭当日は、最初は緊張した面持ちだった生徒が笑顔や歓声を上げ、全員
で盛り上がることができました。準備の努力が形になった瞬間を味わうことができました。来年度に向けて、後輩には今年よりもさらに充実した鹿商
祭を創り上げるよう期待しています。今年の経験を活かし、より多くの人々に楽しんでもらえるような企画を考えてほしいと願っています。この素晴らし
い経験を通じて、私自身も大きく成長できたと思います。（３年２組 小高魁斗さん）

本年度は、各クラス・文化部・教科など、１５団
体のブースが運営されました。販売やアトラク
ション、作品展示など多彩な企画が所狭しと
行われ、会場は賑わいをみせました。

体育館ステージでは、実行委員会による「鹿商格付けチェック」や
「のど自慢・ＴＨＥ・鹿」、生徒会・コンピュータ部による「ｅスポーツ
大会」などが実施され、多くの人が楽しむことができました。

武道場で実施したケアブレンド
「こどもフェスティバル」では、本
校生がボランティアとして活動
し、来場した子ども達とおもちゃ
やゲームで遊びました。

本年度の巨大モザイク壁画は、豊穣の田圃と山
並みの景色に大崎市公式キャラクターのパタ崎
さんをデザインし、世界農業遺産「大崎耕土」
をＰＲする素晴らしい作品ができあがりました。
壁画は来年３月までＪＲ鹿島台駅連絡通路に展
示されます。御協力いただきました鹿島台ふれ
あい商店会、鹿島台総合支所など関係者の皆
様に感謝申し上げます。



い、来客者の年齢層やニーズなど調査し、互市の魅力をさらに高めるためのサンプルを収集しました。今後は、販売実績や
アンケート調査の結果を分析し、来年度に向けて本活動がさらに充実したものとなるよう磨きをかけていきます。互市初日
には、３年生８名がＪＲ東日本の御協力のもと「駅からハイキング」も実施しました。本年度は４名のお客様をお迎えし、
鎌田記念ホールや鹿島台小学校校門、鹿島台神社、互市会場などを案内しました。本活動では、事前学習・予行の際に鹿島
台歴史研究会の皆様に御協力をいただきました。当日は学習の成果を十分に生かし、参加者の皆様に鹿島台の魅力を伝える
ことができました。各活動に御支援いただきました各企業・団体の皆様、ありがとうございました。
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◆今後の主な予定 大崎市鹿島台広長字杢師前４４

１２月 ６日（金） ⑤⑥ ２・３年生「キャリア＋マネー教室」 ＴＥＬ ０２２９－５６－２６６４
１２月 ９日（月） ２年生 修学旅行結団式 ＦＡＸ ０２２９－５６－２４６１
１２月１０日（火） ２年生 修学旅行（１３日（金）まで３泊４日）

１２月１３日（金） ①～③ １年生「進路ガイダンス」 https://kasimadai
１２月１５日（日） 全商ビジネスコミュニケーション検定 -ch.myswan.ed.jp

みやぎ高校生フォーラム

１２月２３日（月） 全校集会

１２月２４日（火） 冬季休業（１月７日（火）まで）

私は秋の互市に３日間参加しました。初日は日曜日だったこともあり、たくさんの来場者がいらしていました。「森林どり」などの販売実習に取り組みました
が、とても忙しかったです。２・３日目は、販売実習の他、アンケート調査も同時に実施しました。この２日間は平日でしたが、県内の様々な地域からいらしてお
り、多くのアンケートをとることができました。私は今回の互市の活動で、販売よりもアンケート調査の方が印象に残っています。それは協力を断られることも
ありましたが、来場者の方に進んで話しかけたり、貴重な意見を聞けたりすることが、今の自分にとってよい経験になっていると感じるからです。また、今回調
査した結果は、互市をさらによいものにしていく上で活用できますし、そのことが来場者の増加につながるものと考えています。（３年１組：中川稜太郎さん）

１１月１０日に鹿島台歴史研究会の皆様の御協力のもと「駅からハイキング」を実施することができました。実施にあたっては事前に歴史研究会の皆様によ
る事前学習に取り組み、鹿島台の歴史や鎌田三之助村長の功績などを改めて学びました。また、ガイド予行では、事前に準備した原稿を本番を想定して読
み上げ、アドバイスをいただくことで完成度を高めることができました。当日は、天候にも恵まれ、ハイキング日和となりました。県外から来てくださったお客様
に鹿島台の魅力を知っていただく良い機会になりました。ハイキングでは鎌田村長のことなどを質問いただきましたが、学んだことを生かしてわかりやすく説
明することができ、わずかな時間でしたが交流を深めることができました。私達はこの貴重な経験を、今後の学校生活や進路先で生かしたいと考えています。
このような場を設けてくださった先生方やＪＲ東日本の皆様、ありがとうございました。（３年３組：畠山姫菜さん）

１１月６日（水）に２年生を対象に「薬物乱用防止教室」を実施しました。

当日は、古川警察署の方を講師に、不正薬物に関する基礎知識や若年層

を取り巻く状況と課題などについて、わかりやすく教えていただきました。か

けがえのない生命、自他の人生の重みなど、深く考えることができました。

１０月３１日（木）に県庁で実施された「みやぎ専門高校魅力発表会」に参加しました。発表会では、パッケー

ジをみんなでデザインした株式会社花兄園ファーム様の鶏卵「べにゆたか」、動画制作に取り組みＰＲを進め

ている株式会社ウェルファムフーズ様のブランド鶏肉「森林どり」を通常価格より安く販売しました。

他校も参加しており、開始後すぐに売れている学校もあってどうなるか不安でした。ま

た、きちんと接客できるか考え込んでしまうときもありましたが、「べにゆたか」は完売、

「森林どり」もたくさん買っていただくことができました。今回の活動を通して、色々な専

門高校の活動を見ることができてとても良い機会になりました。１１月の互市でもこの経

験を活かし、たくさんの「森林どり」を販売したいです。（２年１組：佐藤七海さん）

多くの方に互市を楽しんでいただけるよ
う、商業科での学習を生かし、おもてなし
の心をもって接客しました。

当日は絶好のハイキング日和と
なりました。スタート地点のＪＲ鹿
島台駅から鎌田記念ホール、鹿
島台小学校校門、上戸公園、鹿
島台神社を巡るコースを御案内
しました。

緊張しましたが、来場者の方に
積極的に声をかけ、アンケート調
査を行いました。御協力ありがと
うございました！

３日間の活動を無事に終えることができました。商品を御
提供いただきました企業の皆様、ありがとうございます。そ
して、今後ともどうぞよろしくお願いします！

鹿島台歴史研究会の皆様より教
えていただいたポイントを踏まえ
て、ガイドを実践しました。約３時
間にわたって見どころを歩き、当
地区の魅力を伝えました。最後は
互市を御紹介し、活気溢れる街を
散策していただきました。駅ハイを
きっかけに、お客様が再び鹿島台
にお越しいただけると嬉しいです。


